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開講年度
Academic year

2026年度

講義コード
Course title (Japanese)

0F3095103

講義名
Course title(Japanese)

民事法概論

英文講義名

Course title (English)
Introduction to Civil Law

(副題)

Course subtitle
〔法学部専門科目〕

開講責任部署
Faculty

講義開講時期
Semester(s)

前期
講義区分
Type

講義

単位数
Credit hour(s)

2
時間
Total hours

0.00

代表曜日
Day

火曜日
時限
Period

３時限

校地

Campus
本キャンパス(駅東通り)

所属名称 ナンバリングコード

  L1-CIL101LJ

担当教員
Lecturer(s)

職種（専任教員・非常勤教員）
Position（Full-time/Part-time)

担当教員名
Lecturer(s)

実務経験の有無
Work experience

所属学部
Department

専任教員 ◎ 矢島　秀和   法律学科

授業の内容（主題）

Course description

民事法とは、一般的に「人対人(自然人と法人)」の法的関係を定めている分野に
なります。本講義では、民事法のなかで中心的な地位を占める民法の基礎を学習

します。民法は、法律学を学ぶ上で必要となる基本的な法的思考法を習得する上
で重要な科目といえます。

したがって、民法は、今後、商法や会社法等の実体法や、民事訴訟法等の手続法
を勉強していく上で避けて通ることのできない最初の関所といえます。民法は、
財産法と家族法に分けられますが、本講義では前者の財産法を中心に解説し、民

法（民事法）は実は皆さんの日常生活にとって極めて身近な法律であることを実
感してもらいます。

到達目標
Course objectives

・民事法の全体像について大まかなイメージをつかみ、基本用語や言葉遣い、考
え方に親しむ。
・日常生活で起こり得る問題について、民法はどのような解決策を示しているの

か理解できるようになる。

ディプロマポリシーとの関連

Accordance with diploma policy

◎：非常に強く関連する
○：強く関連する
△：関連する
空欄：該当しない
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①二十一世紀の社会の発展と地域の産業、経済、文化等の活性化に貢献できる能力 △

②激変する国際社会の中にあって、十分な異文化理解のもとに、長期的で広い視野に立って将来を展望し、行動できる能力 △

③本格的な高度情報社会において、最新の情報を的確に入手し、それを有効に活用したうえで効果的に情報を発信できる能力 △

④自らの判断、努力と責任に基づいて、社会に積極的に貢献できる豊かな教養と柔軟な思考力 △

授業計画表
Course plan

回
Class sessions

内容
Topics

予習・復習
Expected work outside of class

第1回
受講心得、イントロダクション‐民法
ってどんな法律？法の分類

予習：Webclassに事前にアップしたレジュメを読んでおく（120分）

復習：配付レジュメを板書したノートと照らし合わせて読み直すと同時

に新出の用語等の内容を確認しておく（120分）

第2回
あこがれの一人暮らし‐契約を結んで
アパートを借りる

予習：Webclassに事前にアップしたレジュメを読んでおく（120分）

復習：配付レジュメを板書したノートと照らし合わせて読み直すと同時

に新出の用語等の内容を確認しておく（120分）

第3回
意思表示って何だろう①：ウソの売買

契約でも有効か？

予習：Webclassに事前にアップしたレジュメを読んでおく（120分）

復習：配付レジュメを板書したノートと照らし合わせて読み直すと同時
に新出の用語等の内容を確認しておく（120分）

第4回
意思表示って何だろう②：言い間違い
や書き間違いで契約したらどうなる？

予習：Webclassに事前にアップしたレジュメを読んでおく（120分）

復習：配付レジュメを板書したノートと照らし合わせて読み直すと同時

に新出の用語等の内容を確認しておく（120分）

第5回

意思表示って何だろう③：騙されたり

脅されたりして結んだ契約はどうな
る？

予習：Webclassに事前にアップしたレジュメを読んでおく（120分）

復習：配付レジュメを板書したノートと照らし合わせて読み直すと同時
に新出の用語等の内容を確認しておく（120分）

第6回
誰か私の代わりに契約してきてくれな

いかなぁ…‐代理制度

予習：Webclassに事前にアップしたレジュメを読んでおく（120分）

復習：配付レジュメを板書したノートと照らし合わせて読み直すと同時
に新出の用語等の内容を確認しておく（120分）

第7回
「物権」！？物件とは違うの？‐所有
権、地上権

予習：Webclassに事前にアップしたレジュメを読んでおく（120分）

復習：配付レジュメを板書したノートと照らし合わせて読み直すと同時

に新出の用語等の内容を確認しておく（120分）

第8回
転ばぬ先の杖「タンポ」①：抵当権を

設定してお金を借りる

予習：Webclassに事前にアップしたレジュメを読んでおく（120分）

復習：配付レジュメを板書したノートと照らし合わせて読み直すと同時
に新出の用語等の内容を確認しておく（120分）

第9回
転ばぬ先の杖「タンポ」②：友達の借
金の保証人になったら…

予習：Webclassに事前にアップしたレジュメを読んでおく（120分）

復習：配付レジュメを板書したノートと照らし合わせて読み直すと同時

に新出の用語等の内容を確認しておく（120分）

第10回
契約違反をされたらどうしよう‐債務
不履行責任

予習：Webclassに事前にアップしたレジュメを読んでおく（120分）

復習：配付レジュメを板書したノートと照らし合わせて読み直すと同時

に新出の用語等の内容を確認しておく（120分）

第11回
交通事故に遭ったらどうする？‐日常

生活に身近な不法行為

予習：Webclassに事前にアップしたレジュメを読んでおく（120分）

復習：配付レジュメを板書したノートと照らし合わせて読み直すと同時
に新出の用語等の内容を確認しておく（120分）

第12回 愛する二人‐婚姻

予習：Webclassに事前にアップしたレジュメを読んでおく（120分）

復習：配付レジュメを板書したノートと照らし合わせて読み直すと同時

に新出の用語等の内容を確認しておく（120分）

第13回 別れる二人‐離婚

予習：Webclassに事前にアップしたレジュメを読んでおく（120分）

復習：配付レジュメを板書したノートと照らし合わせて読み直すと同時
に新出の用語等の内容を確認しておく（120分）



第14回
「争族」にならないための「相続」の
こと

予習：Webclassに事前にアップしたレジュメを読んでおく（120分）

復習：配付レジュメを板書したノートと照らし合わせて読み直すと同時

に新出の用語等の内容を確認しておく（120分）

第15回
権利のために闘争をするには－権利の
実現過程－

予習：Webclassに事前にアップしたレジュメを読んでおく（120分）

復習：配付レジュメを板書したノートと照らし合わせて読み直すと同時
に新出の用語等の内容を確認しておく（120分）

授業計画コメント
Course outline

上記の授業計画に従って授業を進めていきますが、適宜皆さんの理解度等を考慮
して変更する場合や回を入れ替えることがあります。

授業の進め方

Session plan

・講義方式で授業を進めます。各回の講義においてレジュメを配布しますが、用
語の定義などが空欄になっていますので、それを皆さんで補充して頂き、レジュ
メを「完成」させます。

・本講義では、理解度を確認するために、適宜皆さんに対して基本的な内容を問

う質問をし、双方向的な講義を行います。

アクティブラーニング

Active learning

・講義形式で授業を進めていきますが、アクティブラーニングとして、復習を兼
ねつつ基本的な用語について質問をしたり、なぜその規定が設けられているの

か、その理由を考えてもらう質問をしたりします。

授業時間外の学修（予習・復習等）
Preparation and review outside classroom hours

予習として、該当箇所に関連するテキストを読んでおく。次回講義分として配布
した資料があれば目を通しておく（120分）
復習として、配付資料を読み直しつつ新出の用語等の内容を確認しておく（120

分）

教科書等

Textbooks and materials

タイトル

Title

著者名

Author(s)

出版社

Publisher

出版年
Year of

Publication

価格

Price
ISBN

１

２

３

４

５

（必ず購入すべきもの）

Materials required for sessions

配付レジュメ以外に必要な資料がある場合には講義時に配布します。

もっとも、六法は必ず購入してください（判例付でなくても構わない）。

成績評価方法および評価基準

Evaluation criteria

定期試験
Tests

授業内小試験
In-class quizzes

レポート・課題
Reports/Assignments

受講態度
Class Attitude

評価比率％
Evaluation ratio

100% 0% 0% 0%

成績評価の方法に関する注意点
Assessment criteria

・「特に優れている（S評価）」という評価を得るには、試験による成績が90点以
上であることが求められます。

課題のフィードバック
Feedback

・Webclassの「質問掲示板」に寄せられた質問に対する回答を、前回講義の復習

を兼ねて次回の講義の冒頭で行います。

学生へのメッセージ（履修上の心得）
Message to students (class guidelines)

・授業で法律の条文が出てきたら必ず六法を引いて条文を確認しますので、六法
は毎回必ず持参してください。

・抽象的で難解な法律を理解するには、「意思表示」などの用語を暗記するだけ
では不可です。初めて見る用語が出てきたら、その定義を押さえた上で、当事者

意識をもって、その用語が使われる具体的なシーンをイメージしてみましょう
（たとえば自分が錯誤に陥って不本意な契約をしてしまったら、どのようなこと
を主張したいかなど）。そうすることで民法の理解が深まり、頭に定着し、民法

を「使いこなす」ことができるようになります。

科目のレベル、前提科目など

Level / Prerequisites

民法財産法分野を中心にした入門科目になります。

受講生の皆さんが今後民事法科目を履修していく上での基礎的知識を学びます。



オフィスアワー/学生からの連絡方法
Office hours/Contact Information

質問等で研究室にお越しいただく際には、事前にメール等を通じてアポイントメ
ントを取るようにしてください。

キーワード

Keyword(s)

民法、契約自由、所有権絶対、過失責任主義、法源、意思表示、法律行為、債務

不履行、不法行為、担保、代理、婚姻、離婚、相続
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